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Ⅰ．はじめに
　A 大学看護学科で 3 年次後期に開講される「成人看護学実習Ⅰ（急性期）」（以下，急性期実習）
は，周術期の看護を学ぶ臨地実習科目である．学生 8 名のグループを編成し，1 クール 3 週間
の実習を行っている．実習評価は実習評価表に基づいて行い，評価が一致するまで学生と教員
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　質問紙の回収は 22 名，回収率 34.9％であった．有効回答数は 22 名であるが，問 2 以降につ
いては無回答を除く 21 名を分析対象とした．
2．質問項目毎の結果
　抽出されたカテゴリーは【 】，サブカテゴリーは＜ ＞，記述内容は「 」で示す．
1）実習中実習評価指針を活用したか（問 1）
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自信に繋がる＞，＜目標達成の方向性がわかる＞のサブカテゴリーが含まれた（表 2）．  
 
4）実習評価指針を用いることで客観的な自己評価ができたか 問 4） 
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４） 生田宴里，荒川千歳，他 5 名：本学の成人クリティカル実習における教育的介入の手がかりにつ
いての検討 ‐ ルーブリックを用いた学生と教員の評価の分析から - ，人間看護学研究，14：47-
52，2016．















2019 年 9 月 20 日受理
成人看護学実習Ⅰ（急性期）における学生のルーブリックの活用と有用性の実態（森安朋子・趙崇来・利木佐起子）
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   ・つながった 
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３．「実習評価の指針」を用いることで、中間評価の際に実習後半の課題を見出せましたか？ 
   ・見出せた 











   ・できた 
   ・できなかった 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．「実習評価の指針」の内容に関して、お気づきの点があれば何でもお書きください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました 
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